
 

 

今後の苫小牧のまちづくりを考える地域別懇談会 各グループディスカッション結果 

（１）西部西地域 

 

 

 

  

アルテンと樽前山
登山道の活用 

錦大沼公園 
クロカンコースの
整備 

西部地区の新しい
顔として“道の駅”
の設置（樽前山） 
西の玄関に 

“樽前ガロー” 
の観光化の推進 

観光 

総合病院が必要 商業地・病院等の移
動手段の充実 

生活拠点に衣料品
店（高齢化対応） 

働く場が必要 
西インターの活用 
（物流拠点など） 

第２給食センター
を防災拠点に 

防災 避難ルート 
及び施設の確保 

樽前山噴火と津波
対応の両方の防災
対策が必 

西地区は避難場所
方向が二方向と複
雑な選択となる 

樽前山の噴火の際
の避難ルートに橋
が一本しかない 

生活拠点 雇用 

防災 

公共交通の整備は
過疎地ほど密にす
る必要がある 

錦岡駅周辺の整備 

錦多峰河川敷の活
用 
・パークゴルフ 
・公園 

ソフト面が大切 
介護・福祉共助の仕
組み作りが必要 

大学・高専・南高な
ど、地域の学校との
連携・交流が必要 

多世代より高齢化
の進展に対応 
（高専は通学者が
多く、地域に住んで
いない） 

多世代コミュニティ 
望ましい姿ですが 
多世代を誘引する要
素は？ 

少子高齢化により、
住民が減少し、空
き家が増加してお
り、これの利用が重
要 

職住分離政策は今
どうなっているの
でしょうか 

東西の特色を活か
し、人口が少なくて
もまちづくりの住
環境を整える 

大学図書館の有効
活用 

高等教育地区であ
れば図書館が必要 

大学・高専があり文
教地区と言われな
がら、地域密着図書
館であるとか公共
施設がほしい 

（仮）苫小牧登別通
を早く整備して欲
しい 
（R36通行止めに
なるので） 

文教地区 

公共交通 

まちづくり全般 多世代交流 
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（２）西部東地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

買い物は便利 

機能維持 

まとまってほしい 

今も充分に機能は
ある 

洪水避難 

【防災】 
津波 1/2 程度が
浸水 
→一時避難場所と
しての受け入れ体
制が必要か？ 

【生活】 
<現> 
日新商業施設で平屋
で立地がバラバラ 
 
<今後> 
統一化して、2 階程度
に 

コンビニもない 
買い物が不便 

有珠の沢地区 
避難道路がない 
まちかどミーティ
ングで提出してい
るが実現しない 
（避難勧告 2012、
豊木川） 

デマンド型バスの利用 
（日新のセンター化） 

デマンド的な交通 ※一生住めるまち 

一生住んでられる
地域にしたい 

人づくり 
↑ 

まちづくり 

施設・設備が整って
いても、それを利用
する人の育成が進
まなければせっか
くの施設・設備が有
効に活用されない 
 

公共交通の利便性
向上が必要 
中央地域 
東部地域 

高齢化社会になる
のは必至 
→デマンドバスの
充実が重要 

高齢者への日常生
活支援が必要 
買い物・庭の手入
れ、ゴミ出し等 

高齢化 

地域の担い手不足 

若者を呼び込む 
（ゴーストタウン
化を防ぐ） 
空き家・空き地に活
用促進策、補助金 

福祉の充実 
・高齢者の健康維持 
・福祉の担い手の確保 
・老々介護 

空家対策が必要 

高齢者 
↓ 
施設 or亡くなる 
↓ 
空き家が発生 

空家・空地 

木もれびの道 
樹木をサクラの木に
変更してはどうか 
木が多すぎる 

若い人を呼び込む 

【子供教育対策】 
公園を整備し、旧遊具
を更新 
現代の子供の遊び場
を建設すべきと思う 

公園の遊具が古い 
使いやすくしてほしい 

公住用地を子育て
へ分譲する 

【少子高齢化対策】 
公営住宅を合理化
し、戸建分譲住宅を
促進し若者の定着
目指す 

津波対策 

【津波防災対策】 
公住平屋建て 
築 45 年以上物件改
築し、避難所兼ねた
公住改築を求めま
す 

津波が心配 

市営住宅の上に避
難 

津波避難施設の充
実化 
「カスタマイズ」 

老朽化した市営住
宅の更新 

公共交通新しいしくみ 
（循環デマンド） 

避難場所の確保 

樽前山噴火 
大雨 

病院 

40％ 高齢化率 
65 歳以上 36％を超
えた 

多世代交流 

はまなす可、宮の森
可 
災害発生時の移動
手段及び道路 
柏木町想定オーバ
ー 
津波の避難場所 
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（３）中央部西地域 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

避難の問題 
命あってのまちづくり 
明日来るという意識で！！ 

人手不足で人のつながり薄く… 

町内会館に集まる
人少ない 

高齢化人口減 

町内に住んでいる
人の高齢化 

町内会の 
会員数↓↓ 

町内会の人手不足 

除雪サービス 

苫小牧川北側の道
路沿いは親水空間
と見ているか？ 
ゲート場らしきも
のがあるが整備に
考えは？ 

冬場のヒューム管
通りの凍結による
危険性 
除雪の回数が少な
い 

高齢化が最も進行した苫小牧の「最先端（高齢化した住宅地）」 

要支援者の見守り 
救出（民生委員） 

高齢化著しい 戸建て多い 空き家問題 高層団地の人間関
係希薄化 

津波避難 
・集中してしまう 
・浸水？ 

階段 
地下歩道危険 

津波避難時の西高
校跨線橋階段を考
える 
（高齢者・障がい者） 
避難路を考える 

避難のとき車× 

通れない 

避難が集中して
パンクする 民間施設の活用

（避難場所として指
定はできないが） 

バスにも乗れない 
＝タクシー 

バス問題 
（日中特に少ない） 

【課題】 
バスに乗れない人
は、娘・息子の車で
運転してもらって移
動（娘の都合いい
時） 

【課題】 
バスに乗れる人は、
たいてい車で移動
する（車で移動でき
なくなった人は（体
の衰弱で）バスにも
乗れない）つまり、
バスに乗る人は少
ない（バスがあるこ
とはありがたいが） 

自転車ネットワーク
はどのようなもので
あるか？ 

未来の森公園の一
部が今分離化され
ているが将来的にど
うなのか？ 改修工事中で避難

場所として「今」使
えない 

浸水する 

人を呼び込む 

若い人を呼び込む 

観光としても頑張る 

港・空港との連携 コスプレ…PR 

水族館の設置 苫小牧駅前に大型
店舗を 

私立高校授業料無
料化をもっと PR す
べき 

海外の学生や若者
を大事にする 
（夜１０：００ごろメガ
ドンキで出会うのは
半分くらいは海外の
方） 

他の地域と比べ店
舗の集積がなく不便
に感じる 

その他 

東に人口が移動す
ることを見据えて考
えるか、苫小牧駅前
を何とか活性化しよ
うと考えるのか 

人を呼び込む施設 

【課題】 
・私の知っている 20
代の女性の方だが
いい仕事先がなく、
千歳と札幌に行った 

市の活性化の一つ
の参考として AI に聞
いてみる 

大型店舗がない 
（集積拠点） 
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 （
４

）
中

央
部

中
地

域
 

                                                    
 

町
内

会
活

動
の

停
滞

 

中
心

市
街

地
の

活
性

化
 

河
川

を
憩

い
の

場
と

し
て

の
エ

リ
ア

を
作

る
 

緑
跨

線
橋

早
期

完
成

 

長
期

的
視

野
に

立
ち

鉄
道

を
架

線
化

す
る

こ
と

 

買
い

物
の

完
結

型
に

疑
問

で
あ

る
 

サ
ン

プ
ラ

ザ
 

元
長

崎
屋

マ
ル

ハ
ン

取
得

地
の

利
用

に
つ

い
て

市
と

の
協

議
は

あ
る

か
？

 

大
き

な
イ

ベ
ン

ト
公

園
に

し
、

週
末

だ
け

で
も

人
を

集
め

ら
れ

る
 

公
園

内
に

そ
の

よ
う

な
設

備
を

し
た

公
園

に
す

る
 

中
心

市
街

地
の

活
用

化
と

多
く
の

声
を

聞
く
が

た
だ

施
設

を
作

れ
ば

い
い

も
の

で
は

な
い

。
利

用
さ

れ
る

施
設

と
は

何
か

！
 

介
護

事
業

所
が

多
く
あ

る
こ

と
か

ら
老

人
ク

ラ
ブ

の
活

動
低

下
の

一
因

？
 

町
内

会
加

入
者

の
高

齢
化

と
、

ア
パ

ー
ト

・
マ

ン
シ

ョ
ン

の
非

加
入

者
が

増
加

→
安

心
安

全
な

生
活

環
境

が
難

し
く

な
っ

て
い

る
 

ア
パ

ー
ト

（
市

住
）
 

高
齢

化
が

進
む

 
特

に
独

居
老

人
が

多
く

な
っ

て
い

る
 

町
内

会
活

動
の

停
滞

 

個
人

情
報

守
秘

義
務

 
高

齢
者

へ
の

安
全

確
認

 
避

難
等

へ
の

心
配

 

港
と

の
接

点
が

う
す

い
 

戸
建

第
一

世
代

が
亡

く
な

る
 

空
き

地
が

ア
パ

ー
ト

に
な

り
地

域
と

の
協

力
関

係
が

薄
く
な

る
 

東
小

が
東

中
に

移
転

す
る

が
目

の
前

の
末

広
町

が
若

草
の

ま
ま

？
 

末
広

を
東

小
に

し
、

錦
町

・
王

子
町

を
若

草
に

欲
し

い
と

思
う

 

総
合

体
育

館
建

て
替

え
る

時
、

そ
の

跡
地

を
新

駒
沢

大
学

に
す

る
 

渋
滞

 

運
動

公
園

の
活

用
に

よ
る

交
流

人
口

の
拡

大
 

素
通

り
苫

小
牧

か
ら

宿
泊

す
る

苫
小

牧
に

 
（
工

場
見

学
・
海

の
活

用
）
 

合
宿

誘
致

 
ハ

イ
ラ

ン
ド

 
サ

イ
ク

リ
ン

グ
タ

ー
ミ

ナ
ル

の
有

効
利

用
を

考
え

る
 

交
流

人
口

で
人

を
 

カ
バ

ー
 

健
康

ス
ポ

ッ
ト

 

ク
ロ

ス
カ

ン
ト

リ
ー

 
ホ

テ
ル

を
建

設
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 （
５

）
中

央
部

東
地

域
 

                                    
 

町
内

会
運

営
 

町
内
会
の
役
員
の
な

り
手
が
い
な
い
 

将
来
は
ロ
ボ
ッ
ト
も

支
え
に
な
る
 

山
側

の
美

沢
錦

岡
通

の
整

備
を

 
片

側
3

車
線

の
信

号
な

し
の

ア
ウ

ト
バ

ン
に

す
る

 

若
い

人
の

町
内

会
活

動
の

参
加

が
少

な
い

 

道
路

整
備

 

空
家

等
の

跡
地

利
用

の
意

義
付

け
 

（
ふ

さ
わ

し
い

用
途

の
も

の
に

）
 

夢
の

あ
る

ま
ち

づ
く

り
を

！
！

 

町
内

会
の

あ
り

か
た

 
高

齢
者

が
多

い
 

住
宅

の
更

新
 

空
き
家
対
策
 

高
齢
化
に
伴
い
流
出
 

住
宅

地
の

中
に

廃
家

屋
が

あ
る

 

近
古

い
家

が
新

し
く

建
て

替
わ

っ
て

き
た

 

個
人

住
宅

は
な

く
な

り
グ

ル
ー

プ
ホ

ー
ム

的
な

住
宅

に
（
ビ

ル
）
 

観
光

交
流

 

公
園

の
充

実
 

歩
道

の
整

備
 

（
中

通
り

）
 

雪
の

処
理

 

ゴ
ミ

問
題

 

【
ウ

ェ
ッ

ト
感

・
心

が
通

う
ま

ち
】

 

朝
夕

な
ど

主
要

道
路

・
交

差
点

の
渋

滞
時

に
、

住
宅

地
内

の
道

路
が

抜
け

道
に

な
っ

て
い

る
 

観
光

的
な

バ
ス

の
運

行
（
市

外
か

ら
の

流
入

）
 

町
内

に
あ

る
公

園
の

整
備

が
必

要
に

な
っ

て
き

た
 

公
園

で
ボ

ー
ル

遊
び

で
き

る
よ

う
に

 
老

人
の

体
力

運
動

関
係

の
器

具
類

設
置

 

人
に

や
さ

し
い

道
路

（
人

の
気

持
ち

も
や

さ
し

く
な

る
）
 

散
歩

道
と

子
供

通
学

路
の

併
設

・
充

実
 

町
中

の
道

路
・
歩

道
の

整
備

 
老

人
に

体
し

劣
悪

 

で
こ

ぼ
こ

し
て

い
る

、
せ

ま
い

、
人

に
や

さ
し

く
な

い
 

1
.5

m
な

い
と

歩
道

除
雪

入
ら

な
い

 

船
見

町
の

交
通

ア
ク

セ
ス

 
水

害
時

の
鉄

北
へ

の
避

難
通

路
 

こ
れ

か
ら

の
季

節
 

雪
の

排
雪

の
問

題
 

排
雪

の
仕

掛
 

冬
を

快
適

に
 

新
中

野
町

の
商

店
の

減
少

 

資
源

ゴ
ミ

の
件

 
集

合
住

宅
の

と
こ

ろ
が

悪
い

 
一

般
家

庭
は

ほ
ぼ

1
0
0
％

よ
い

 
個

別
収

集
し

て
は

 

高
齢

に
よ

り
ゴ

ミ
の

分
別

が
で

き
な

い
人

が
多

く
な

っ
て

き
た

 

ア
パ

ー
ト

が
多

く
町

内
会

費
の

入
金

が
無

く
な

る
 

王
子

通
は

新
中

野
に

入
る

と
道

幅
が

狭
く
な

る
が

、
R

3
6

号
へ

ぶ
つ

か
る

道
路

で
あ

り
、

広
く
し

て
R

3
6

号
の

副
道

と
す

る
 

苫
小

牧
駅

よ
り

J
R

線
路

の
側

道
の

幅
を

広
く

し
、

東
部

へ
の

交
通

の
利

便
性

を
高

め
る

 

せ
ま

い
！

 

生
活

道
が

狭
い

 

公
営

住
宅

入
居

者
が

高
齢

化
 

⇒
孤

独
 

通
過

交
通

が
入

っ
て

き
て

し
ま

う
 

駅
前

の
拠

点
化

 

交
通

の
趨

勢
を

考
え

安
全

を
考

慮
す

る
と

一
方

通
行

の
試

行
を

 

将
来

、
移

動
は

個
人

ヘ
リ

コ
プ

タ
ー

、
車

は
空

を
飛

ぶ
で

し
ょ

う
 

王
子

通
の

新
中

野
の

拡
幅

に
よ

り
、

中
野

跨
線

橋
の

拡
幅

を
考

え
る

 

交
通

渋
滞

に
つ

い
て

 
日

の
出

町
2

丁
目

・
1

丁
目

～
R

3
6

号
に

入
る

と
こ

ろ
 

線
路

側
か

ら
R

3
6

号
に

出
る

と
こ

ろ
 

楽
し

く
遊

べ
る

よ
う

に
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 （
６

）
東

部
西

地
域

 

                                               
 

火
山

と
津

波
安

全
 

駅
 

東
西

道
路

／
三

光
町

へ
の

ア
ク

セ
ス

 

空
教

室
・
ふ

れ
あ

い
 

都
市

機
能

 

医
療

機
関

 
レ

ク
リ

エ
ー

シ
ョ

ン
施

設
少

な
い

 

町
内

会
館

の
活

用
の

推
進

に
少

し
市

か
ら

援
助

金
を

増
と

し
て

ふ
れ

あ
い

の
場

の
共

有
化

を
は

か
る

 

明
野

小
・
中

学
校

の
教

室
が

週
末

の
人

口
増

か
ら

多
く
作

っ
た

が
空

き
教

室
の

活
用

は
？

 

明
野

で
ま

と
ま

っ
た

土
地

が
空

き
地

と
し

て
あ

る
が

、
市

民
開

放
で

の
借

地
で

ス
ペ

ー
ス

確
保

で
き

な
い

か
 

イ
オ

ン
の

上
で

花
火

が
見

れ
る

 

三
光

町
へ

つ
な

ぐ
 

道
路

 
線

路
際

の
道

路
を

 
つ

な
い

で
ほ

し
い

 
地

下
道

整
備

 
ア

ク
セ

ス
強

化
 

線
路

を
ま

た
ぐ

道
路

 

イ
オ

ン
駅

の
新

設
へ

 

朝
夕

の
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（７）東部東地域

都市機能の充実

災害対策・交通安全

交通の問題

JR で分断された利
便性の格差 

公園が小さい 
大きな公園がほしい 

人口の割に都市機
能が不足している 

車に依存した 
移動手段 
↓ 
高齢世帯の不安 

空港との距離が近
いので何か連携す
る 
施設や LCC のターミ
ナルなどを苫小牧
側に

高校など域外に出
ているこどもを（時
間・金銭・文化）この
地域で育てたい 

デマンドバスは 
ふれあいサロンには
役に立たない 

地域交流について 
現在のデマンドバス
は地元のコミュニテ
ィ（FC）センターに止
まらない！ 

安平・厚真・鵡川な
ど農業生産地と交
流する窓口に（市な
ど） 

札幌との往来につ
いて 
エアポート列車を運
行して欲しい（室蘭
まで）

国道へ整備 

もっとウトナイ湖など
観光資源を生かす
ためのインパクトあ
るものがあれば 

JR 沼ノ端駅を中心
としたバスの整備 

高校が遠い 
学生の通学定期を
無料化を 

津波・避難について 
・車での避難は交通
渋滞が起き不可能

交通不便 
JR なくなったら… 

通学路の安全対策
等 

ウトナイでデマンド
（夜少ない）不便

宿泊施設 

複合施設は多い
が、西側としては遠
い施設であるため少
し使いにくい 

公住へ整備（平屋） 
商業・コミュニティの
場へ 

交通が不便 
バス路線を広げられ
ないか 

バスについて 
植苗から沼ノ端鉄南
に行くバスがない 

コミセンの証明書発
行所
→お年寄り不便

会館の新設 
拓勇西・東で中央会
館としているが、使
用状況が高い為西
にも必要を感ずる 

交通量が多く危険な
交差点が多くなって
いる。手信号、横断
歩道が必要と思う 

各地域拠点の 
移動・交流 

津波の避難場所 

交通全般 鉄道 バス デマンドバス 道路 

交通全般 
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